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製品仕様への注意事項

搬入・据付け上の注意事項

●決められた製品仕様以外でのご使用は行わないでください。漏電・感電・火災・漏水などの原因になります。
注意

1 安全のために必ずお守りください

注記

ご使用の前に、この『安全のために必ずお守りください』をよくお読みの上、正しくお使いください。
ここに示した注意事項は、製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するため
のものです。また、注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の度合いを明確にするために、誤った取扱いをすると
生じることが想定される内容を、 警告・ 注意の 2つに区分しています。
しかし 注意の欄に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも安全に関する重要な内容ですので必ず守ってください。

図の中に具体的な注意事項（左図の場合はアース工事を行ってください）が描かれています。
： ●記号は、行為を強制したり、指示したりする内容を告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止事項（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

図の中に具体的な注意事項（左図の場合は感電注意）が描かれています。
： △記号は、危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。●絵表示の例 

：この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が障害を負う可能性および物的損害の発生が想定さ
れる内容

 ： この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡又は重傷を負う可能性が想定される内容

： 警告・注意以外の内容●　

●　

●　 警告
注意 

： 　記号は、禁止行為であることを告げるものです。

警告

注意

●移動に際しては、ポンプの重心・重量を考慮し
て作業してください。吊り下げ作業の場合は、
所定の吊り金具を使用してください。吊り下げ
が不完全な場合はポンプの落下・破損などに
よりケガの原因になります。

●据付けは、取扱説明書に従って確実に行って
ください。据付けが不完全な場合は、漏電・感
電・火災・漏水・ケガなどの原因になります。

●定格15A以上のコンセントを単独で使ってく
ださい。他の器具と併用すると分岐コンセン
ト部が異常発熱して発火することがありま
す。

●アースを確実に取り付けてください。アース線
はガス管・水道管・避雷針・電話のアース線に
は接続しないでください。アースが不完全な
場合は、感電の原因になることがあります。

●キャブタイヤケーブルや電源プラグがいたん
だり、コンセントの差し込みが緩いときは使用
しないでください。また、キャブタイヤケーブル
の先端は端子台にしっかりと接続してくださ
い。感電・ショート・発火の原因になります。

●キャブタイヤケーブルを損傷したり、無理に折
り曲げたり、ひっぱったり、ねじったり、加工し
たり、たばねたりしないでください。キャブタイ
ヤケーブルが破損し、漏電・ショート・感電・
火災の原因になります。　

●電源プラグにピンやごみを付着させないでく
ださい。感電・ショート・発火の原因になりま
す。

15A 以上

●本ポンプは防塵・防爆仕様ではありません
ので、機械及び化学工場など酸・アルカ
リ・有機溶剤・塗料などの有毒ガス腐食性
成分を含んだガスが発生する場所又はほこ
りの多い場所には据付けしないでくださ
い。発火などの原因になることがあります。
　

●ア－スは他機器との併用は避け、確実に取
り付け、ポンプ専用に漏電遮断器及び過電
流保護装置（別売市販品）を必ず取り付け
てください。ポンプの故障の際、漏電する
と感電の恐れがあります。

●電気工事は『電気設備技術基準』及び『内
線規定』に従って施工してください。ポン
プ専用に必ず適切な容量の漏電遮断器及び
過電流保護装置（別売市販品）を取付けて
ください。配線・漏電遮断器や過電流保護
装置などに不備があると漏電や火災の原因
になります。最悪の場合爆発のおそれがあ
ります。

●ポンプを人手により運搬する場合は、その
重量に見合った人数により行ってくださ
い。また、持ち上げる場合も腰だけをかが
めず、膝も曲げて持ち上げるようにしてく
ださい。腰を痛める原因になります。

☆
☆ ☆
☆
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試運転・運転の際の注意事項

停電の際の注意事項

その他の注意事項

保守・点検の際の注意事項

警告 

注意 

●人のはいっている所では絶対にポンプを始
動しないでください。漏電すると感電の恐
れがあります。 

●ポンプを宙吊りにした状態での始動は絶対
に行わないでください。回転の反動により
ケガをする恐れがあります。 

●空運転及び締め切り運転はしないでくだ
さい。ポンプが故障し、漏電や感電の原
因になります。 

●締め切り運転をした場合、ポンプが高温になり火傷をす
る恐れがあります。

●水以外の液体・油・海水・有機溶剤などに
は使用しないでください。ポンプが故障
し、漏電や感電の原因になります。 

●定格電圧以外ではご使用にならないでくだ
さい。特に、発電機を使用する場合は、他
の機器との併用はなるべく避けてくださ
い。誤動作の原因となり、ポンプが故障
し、漏電・感電の原因になります。 

定格 
電圧 

●高温水  (40℃以上)  には使用しないで くだ
さい。ポンプが故障し、漏電や感電の原因
になります。 

. 40C 

●モータが高温になっている場合があります
ので、運転中、運転終了直後は、素手で
ポンプに触れないでください。火傷の恐
れがあります。 

●逆転のための接続変更は、電源（漏電遮断
器など）を確実に切り、羽根車の回転が完
全に停止した後に行ってください。感電・
ショート・ケガの危険があります。 

●ポンプの吸込み口に異物（ピンや針金など
の金属等）を入れないでください。ポンプ
が故障したり異常動作し、感電や漏電の原
因になります。

●長時間ご使用にならない場合は、必ず電
源（漏電遮断器など）を切ってくださ
い。絶縁が劣化すると漏電・感電・火災
の原因になります。

OFF

水 
専
用

●点検時には、電源（漏電遮断器など）を確実
に切り、不意にポンプが始動しないようにし
てください。重大事故に結びつく可能性があ
ります。 

OFF 

停止 

OFF 

警告

注意

●保守・点検は必ず電源を切り、羽根車の回
転が止まってから行ってください。また、
濡れた手で抜き差ししないでください。感
電やケガをする恐れがあります。

●異常時(こげ臭いなど)は電源を切り、運転
を停止し、お買い求めの販売店又は最寄り
の弊社営業店にご相談ください。異常状態
のまま運転を続けると、感電・火災・漏水
などの原因になります。

●修理の場合は、取扱説明書に記載の指
定部以外の分解又は修理は絶対に行わ
ないでください。指定部以外の分解修
理の場合は、お買い求めの販売店又は
最寄りの弊社営業店にご相談くださ
い。修理に不備があると漏電・感電・
火災・  漏水などの原因になります。

●ポンプ組立後の再始動時には、必ず試運転を行ってください。組立の不備があると異常動作したり、感電・
漏水の原因になります。

停止

OFF

OFF

試
運
転

警告
●停電時には、電源を切りポンプを停止してください。復旧後の不意のポンプ始動は、ポンプ付近の人に
大変危険です。

停電
OFF

飲料水

注意
●飲料水には使用しないでください。
人体に悪影響を及ぼすこともあります。


